
村内在住で在宅介護されているご家族の方に福祉車両の貸し出しを行っています。

◆ご利用にあたり、入所施設からの通院はご利用できませんのでご注意ください。
　お困りの場合はお気軽にお問い合わせください。

※福祉機器・車両の貸し出しは社会福祉協議会の会員様（社協会費納入の方）限定とさせていただいております。
　社協会費とは、各区自治会長様のご協力のもと年間１，０００円を納入している会費です。
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必要になった時
ご相談下さい

◆使用料…無料
◆ガソリン代…自己負担
◆ご利用回数…原則月2回まで、1回のご利用について2日以内
◆お申込期間…利用される日の1ヶ月前から5日前までにお願い致します。

村内在住で在宅介護されている方に福祉機器を無償で貸し出しています。
＊介護用ベッド（手動式タイプ）　　＊車椅子（子供用もございます）
◆貸し出し期限はございません。必要な期間ご使用ください。
　なお、長期入院入所などの場合は一度返却をお願いいたします。

　遺族数の減少や遺族の高齢化、また、戦争で犠牲
になられた方々の記憶も風化しつつあるなか、靖國
神社に行かれたことのない遺族もおり、国家防衛の
為に亡くなられた方々の神霊が祀られている靖國
神社を参拝し、哀悼の意を捧げ、さらに「遊就館」を
拝観し、英霊のこころや事蹟を知り後世にわたり英
霊の顕彰を行うことを目的に「靖國神社参拝事業」
を遺族会役員と限定し実施しました。

戦後七十七年 ～靖國神社参拝事業１１月２日～

入れっ－！！

福祉教育
～ 福祉学習導入 ～
「ふくし」ってなぁに？
　10月25日、南小学校４年生に向けた福祉学習導入の授業が行われました。
今回は、社会福祉協議会職員が講師として伺い、「ふくし」ってなぁに？という標題のもと
「ふだんのくらしのしあわせ」について児童一人ひとりが考え、全ての人が安心して暮ら
す社会づくり実現のために自分たちが出来る事はなんだろう！？という事を考える授業を
実施しました。

　１１月１０日、渋川市聴覚障害者福祉協会の方を講師に迎え
耳が聞こえなくなった原因や普段の生活で困った事などについて
お話いただきました。

　挨拶や名前を手話で教えていただき、
児童みんなで実践していました。
今回の手話教室で手話への関心や
　耳の不自由な方についての理解を
　　深める事が出来たようです。

～ 車いすバスケ講話・体験 ～
　11月２日、シドニーパラリンピック車いすバスケット銅メダリスト
塚本京子氏を迎えて講話・スポーツ用車いす体験を実施しました。

　講話では、事故に遭ったあとのリハビリや車いす生活になっ
て感じた問題点、車いすバスケットとの出会い、そして車いすバ
スケをとおして「あきらめずに努力する事の大切さ」等をお話し
いただきました。

そのあと、スポーツ用車いすへ
実際に乗って操作したり

最初は、ぎこちなかった児童たち
も徐々にコツを覚え、軽快に操作
していました。

“バスケットゴールへ
　　　　　　シュート！”

～ 手話教室 ～


